



















































　私は、今日は 2016 年に日本で開催される WAC Japan の事務局スタッフという肩書






































































































































































































































Japanese Journal of Archaeology　日本考古
学協会が刊行しているオープンアクセスの英文雑













































長）さんは、日本は Implicit Archaeology、英国は Explicit Archaeology と表現しています。
溝口　変化しようと思うのは、強烈な違和感に出会ったとき。生まれ育った場所にい
ながら他者性をどう感じるのか。そうしたことが可能な環境をどう作るのか。その点
で日本／日本考古学はまだ課題が多いように思う。　
吉田　お二人から感じるのは、考古学をより面白くしたいという気持ち。今日は難解
だった、という声があったとしても、そこだけは伝わったのではないか。考古学をよ
り面白くするために、違和感に触発されて何かが変わるかもしれない環境を作るため
に、それぞれの場でやれることをやるしかないと思う。
